













　ブラジル日系社会で最古の歴史を誇る鹿児島県は、戦前・戦後合わせて約 1 万 6703 人をブラジ
ルに送り出した「移民が盛んな県」の一つである。その県本土から約 380 キロ南西に位置する奄












Views on Immigrants from the Amami Islands to Brazil with an Emphasis
on Undokai (Sports Festival) Organized by Comunidade Amami
Abstract：Since 781 Japanese immigrants first arrived in Brazil in 1908, a further 250,000 people 
are believed to have moved to this country halfway around the world from Japan. Many of them 
were contracted to work on farms called Fazenda and engaged in the production of coffee beans, 
cotton and vegetables, contributing to the development of the agricultural industry in Brazil. The 
year 2018 marked the 110th anniversary of the first immigrants arriving on the ship Kasatomaru 
at the Port of Santos. Currently, 1.9 million Japanese descendants live in Brazil, with some families 
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in their sixth generation.
　Kagoshima Prefecture boasts the longest history of immigration to Brazil. It is among the 
prefectures with the highest number of such immigrants, having sent a total of 16,703 people over 
the course of history. The Amami Islands are located 380 kilometers south-southwest of mainland 
Kagoshima Prefecture. From these small islands, 872 people comprising 167 families have migrated 
to Brazil up till now. Their strong attachment to their ancestral home took form in the 
establishment of a beneficial association called Amami Immigrants in Brazil. However, historical 
studies on immigration to Brazil merely regard these people as being from Kagoshima and neglect 
their unique identity.
　These Amami immigrants in Brazil are the focus of this paper. How they passed down their 
culture from generation to generation and how it affected the second and third generations will be 
examined. The author interviewed Amami immigrants about their annual sports festival held by 
the second generation mainly from Uken Village and born in Brazil prior to World War II. Based 
on these interviews, how they maintain their identity will be revealed. Moreover, how the passed-
down Amami identity is brought back to their ancestral home and influences the local people will 
be discussed.
はじめに




2018 年は最初の移民船「笠戸丸」がブラジルに到着してから 110 年目にあたり、ブラジル日本人移
住 110 周年の記念すべき年として、ブラジル各地で様々な祝典や関連イベントが企画、開催されている。
7 月 21 日には、日系人が最も多く暮らすサンパウロにおいて「日本移民 110 周年記念式典」が開催さ



































































調査は運動会が開催された 2017 年 9 月 24 日を中心に、ブラジルのサンパウロ州サンパウロ市内に














1908 年 781 人が「笠戸丸」でブラジルへと渡った。これがブラジル日本人移民の始まりである。
このように 1908 年から始まった日本人のブラジル移民は、1972 年に移民船での移民が廃止になる





島県ブラジル移民の歴史は 1908 年の「笠戸丸」移民から始まる。この笠戸丸に乗船していた 781 人




であった。市町村単位で見ると川辺郡の坊津町 ( 現、南さつま市 )、それから枕崎市 ( 同 )、それか










10 年後の 1918 年 9 月 6 日、讃岐丸という船が長崎を出港してブラジルへ向かった。この船に 69
人の奄美出身者が乗船していた。家長 16 人、配偶者及び子ども 53 人、合計 69 人は 9 月 6 日に長崎





。以降、1934 年までに 120 世帯 698 人がブラジルへと渡った。アジア・太平洋戦争
が始まりブラジル移民自体が中断される。終戦後、1953 年にブラジル移民が再開されると、奄美か
らも再びブラジルを目指す者があらわれた。奄美からの戦後ブラジル移民は 1957 年テゲルベルグ号

















本研究の調査として、筆者は 2017 年 9 月 16 日から 9 月 27 日までブラジルのサンパウロにて、主
に宇検村出身者とその子弟を中心に聞き取り調査を行った。その間、奄美出身者とその子孫たちが毎






一世代 70 代（68 ～ 79 歳） 60％が宇検村 10
二世代 70 代（50 ～ 76 歳） ブラジル 10
三世代 40 代（18 ～ 68 歳） ブラジル 3
計 23 人
聞き取りを行った調査対象者の概要は上記の通りである。聞き取り対象者の平均的な年代は一世が








2017 年 9 月 24 日（日曜日）、サンパウロ市の北東グアルーリョス地区にある「Kaikan KIYOWA」
という名称の建物がある会場広場で、奄美出身者とその子弟による運動会が開催された。毎年 9 月の
第 3 週の日曜に開催されるこの運動会は、今年で 23 回目を数える。運動会は「COMUNIDADE 
AMAMI DE VILA CARRÃO」、サンパウロ市内のヴィラ・カホン地区在住の奄美出身者の集まりである
「COMUNIDADE AMAMI( コムニダーデ・アマミ )」が主催している。
（２）「Kaikan KIYOWA」協和会館
サンパウロの北東部グアルーリョス地区を走る国道 381 号線を北に走り「81 キロ地点」を右折。
そこから側道に入ると、目印となる「Arouca Sao Paulo Club」というスポーツクラブが見えてくる。
その隣に「Kaikan KIYOWA」（以下、会館）はある。会館が位置する側道の名前は Rua Vila de Arouca、
スポーツクラブ以外にめぼしい建物もなく、看板もないのでうっかりすると見逃してしまいそうにな
る場所だ。











筆者が運動会会場の会館に到着したのが 9 時 8 分、案内されていた運動会の開始時刻は 9 時。すで
に 100 人ほどが集まっていたが、まだ開会する気配はない。入り口で若い男女が「ENTRADA　


















されている。一家族あたり 20 ～ 30 人ほどで構成されており、参加者は多いときで 200 人を超えて















01 Corrida de 50 metros50 メートル走




02 Corrida de 50 metros50 メートル走




03 Enchendo o Cestoボール入れ




04 Prova da Taboada para criancas計算競争
Entre 6 e 12 anos
6 ～ 12 歳の子ども
5 vezes
5 回
05 Prova do Aquele Abracoハグ風船割り




06 Prova de Estourar Baloes風船爆発競争




07 Corrida do Minhocao　ミミズ競争 Todos a partir de 13 anos　13 歳以上全員
3 vezes
3 回
08 Centopeia para Criancas　ムカデ競争 Criancas entre 10 e 15 anos10 ～ 15 歳の子ども
2 vezes
2 回
09 Centopeia para Adultos　ムカデ競争 Todos a partir de 16 anos16 歳以上全員
3 vezes
3 回
10 Prova das Bruxas　ホウキ競争 Todos a partir de 13 anos13 歳以上全員
5 vezes
5 回
11 Corrida de 100 metros　100 メートル走 Homens a partir de 13 anos13 歳以上の男性
4 vezes
4 回
12 Corrida do Elefantinho　象競争 Todos entre 13 e 60 anos13 ～ 60 歳全員
2 vezes
2 回
13 Bola ao Cesto　カゴ入れ Criancas ate 12 anos　12 歳以下の子ども
1 vez
1 回
Intervalo para o Almoco　昼食
Homenagem as pessoas acima de 70 anos da comunidade japonesa Odori 
70 歳以上の日本「Odori ( 踊り )」の会に敬意を表して
14 Corrida com a Titia　おばさんと走る Criancas ate 6 anos 6 歳以下の子ども
3 vezes
3 回
15 Prova do Palhaco　ピエロ競争 Todos a partir de 13 anos13 歳以上全員
2 vezes
2 回
16 Prova Passar o Bambole　フープ通し Todos a partir de 10 anos10 歳以上全員
2 vezes
2 回
17 Revezamento para Mulheres　リレー（女性） Mulheres entre 13 e 35 anos13 ～ 35 歳の女性
1 vez
1 回
18 Prova do Equilibrio　バランス競争 Todos a partir de 50 anos50 歳以上全員
5 vezes
5 回
19 Rodar Pneu　タイヤレース Todos a partir de 13 anos13 歳以上全員
2 vezes
2 回
20 Corrida Maluca para criancas　チキチキマシン猛レース
Criancas entre 5 e 12 anos
5 ～ 12 歳の子ども
3 vezes
3 回
21 Prova do Balao　風船爆発競争 Todos a partir de 13 anos13 歳以上全員
4 vezes
4 回
22 Pescaria　魚釣り競争 Todos a partir de 50 anos50 歳以上全員
5 vezes
5 回
23 Prova da Taboada para adultos　計算競争 Todos a partir de 13 anos13 歳以上全員
4 vezes
4 回
24 Corrida do Minhocao para criancas　ミミズ競争
Criancas entre 6 e 12 anos
6 ～ 12 歳の子ども
2 vezes
2 回
25 Revezamento para Homens　リレー（男性） Homens entre 13 e 40 anos13 ～ 40 歳の男性
1 vez
1 回
26 Cabo de Guerra　綱引き Todos a partir de 13 anos13 歳以上全員
2 vezes
2 回
27 Suzuwari　鈴割り Todos　全員 1 vez1 回
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写真４「プログラム」　
運動会のプログラム種目は全部で 27 種。午前中の種目はまず 13 歳以上の女性による 50 メートル
走から始まり、続いて 12 歳以下の子どもたちによる 50 メートル走がそれぞれ 3 回ずつ行われる。
参加人数にもよるが、一回につき 5 ～ 8 人ずつで走る。走り終えてゴールにたどり着くと、着順によ
り賞品が渡される。賞品の内容は主に洗剤などの日用品だが、子どもにはお菓子やジュースが渡され
る。着順の早いものほど、賞品は豪華（品数が多いなど）となる。



















































































奄美からブラジルへの移住が始まって 45 年目の 1964 年、サンパウロ市内にあるイビラプエラ公園
で奄美出身者たちの「親睦融和の輪を広げよう」と会合が開かれた。発起人の島純雄（宇検村出身）






















































彼らは、月一度、メンバーの一人 ( 芦検三世 ) の自宅に集まり頼母子講を開催する。主催している
のは芦検集落出身 N 氏（1935 年渡伯）の子弟で、三世の姉妹である。 N 氏の三世姉妹がコムニダーデ・
アマミの頼母子講を取り仕切る以前は、彼女たちの母親とその兄弟によって頼母子講が開催されてい























復興のため、義援金を集めることを決め、総額 4 万 1500 クルゼイロ（当時の日本円で 25 万 4975 円）
を宇検村湯湾区長宛に送った。宇検村役場で保管されている湯湾区長宛の「郷里義援金懇志に付て」




























い出は今も忘れられないものとなっており、75 周年式典からすでに 25 年の月日が経過したが、元山
村長の名前は必ずといっていいほどブラジル在住の奄美出身者から聞かされる。
③ 2010（平成 22）年 10 月の「奄美豪雨災害」







































また、2018 年は宇検村だけでなく奄美からのブラジル移民 100 周年にあたる。それだけでなく冒
頭でも述べたように「ブラジル日本人移民 110 周年」という大きな節目の年である。




津子さんと結婚した。正樹氏は勝氏の長男として生まれた。日本へは 90 年代に来日し、7 年ほど住
んでいたが、両親の故郷である奄美には 2016 年に初めて訪れた。




文総務企画課長、内田健治総務企画課職員の総勢 5 人の慶祝団を結成し、7 月 19 日にブラジルへと
出発した。ブラジルに到着した村長ら慶祝団は、在伯奄美出身者たちの熱烈な出迎えを受け、21 日























































(1) 「サンパウロ新聞」2018 年 7 月 25 日付
(2) 原口邦紘「移民研究と史料 —鹿児島県の場合—」『海外移住資料館　研究紀要』第 4 号 39-52 頁。「戦前県別
移住者数 1899（明治 32）-1941（昭和 16）」39 頁と「戦後県別移住者数 1952( 昭和 27)-1993（平成 5）」40 頁
の鹿児島県人の人数を足したもの。
(3) 田島康弘「奄美とブラジル移民」『鹿児島大学教育学部研究紀要　人文・社会科学編』第 48 巻 15-33 頁
(4) 宮内久光「近代期における奄美大島宇検村からの移民について」『琉球大学法文学部人間科学科紀要』第 36
号 17-50 頁
(5) 注（4）宮内、前掲書 18 頁
(6) 田島康弘「関西における奄美郷友会の実態」『鹿児島大学教育学部研究紀要　人文・社会科学編』第 43 巻　
1-19 頁
(7) 注（3）田島、前掲書
(8) ブラジル鹿児島県人会『ブラジル鹿児島県人会　創立 90 周年記念誌』88 頁




(11) 協和農村文化協会（ASSOC. CULTURAL E AGRICOLA KIYOWA）とは、サンパウロ市北部カンタレイラ地域
にて、1950 年、12 人の沖縄県移民により組織された相互扶助団体。現在の会館は 1980 年建設。







(16) 注（15）前掲書 280 頁
(17) 注（15）前掲書 282-284 頁
(18)  白石蜜義編『在伯鹿児島県人発展史　拓魂』165 頁









(21) 宇検村村役場保存文書「郷里義援金懇志に付て」1954 年 5 月付　発起人は渡里良英、登伊佐美、徳元彦の
3 人。
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(22)  宇検村村役場保存文書「義援金に対するお礼状」1954 年 6 月 10 日付　湯湾区長和田一男ら代表 5 人から「在
伯湯湾人会」代表登伊佐美ら発起人 3 人に宛て手紙が送られている。また、「朝日新聞」　2001 年 4 月 18 日、
19 日、20 日付で「伯国橋　移民の村・宇検村」全 3 回の連載記事を掲載。
(23) 「広報うけん」1994 年 5 月号。「広報うけん」では、それ以前にもブラジル移民を扱った記事を見ることが
できる。例えば、1975 年 7 月号では「今浦島の倉元さんら 14 人　半世紀ぶりに里帰り　南米ブラジルから」
と題し、1918 年讃岐丸で最初にブラジルへ渡った倉元さんら 14 人の一時帰国（57 年ぶり）を報じるなど、
折に触れブラジル移民を紹介している。
(24)  『宇検村誌　自然・通史編』 680 頁では「平成十一年（一九九九）」とあるが、実際には 1998 年 10 月開催。
また、この奄美移住 80 周年記念式典に際し、南海日日新聞記者が慶祝団に同行し「奄美移民 80 年の軌跡　ブ
ラジルの大地で」と題し、28 回にわたって誌面でブラジル奄美移民特集が組まれた。
(25)「奄美豪雨災害」とは 2010（平成 22）年 10 月に発生した記録的な集中豪雨のこと。「平成 22 年 10 月奄美
豪雨災害の検証（記録誌）」（平成 25 年 3 月奄美市発刊）によると、死者 3 人のほか住宅被害約 800 棟、公共
土木関係や農林水産関係の被害を合わせた総被害額は約 123 億 6200 万円に上る大規模な災害であった。台風
による災害を多く経験している奄美地方でも、これまで経験したことのない大災害となった。
(26) 「ニッケイ新聞」2010 年 11 月 11 日付、「サンパウロ新聞」2010 年 11 月 12 日付
(27) 「ニッケイ新聞」2010 年 12 月 2 日付
(28) 玉利氏の自宅には、奄美市長から送られてきた「10・20 奄美市豪雨災害資料」「玉利氏宛　奄美市災害対策
本部長　奄美市長　朝山毅からの手紙」「領収証」が大切に保管されている。
(29) 「南海日日新聞」2017 年 10 月 14 日付
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